
 

 

機械システム工学科 

●教育研究の目的 

本学科ではものづくりに関わる基礎学問を中心に、高い機能を有する先端材料・環境にやさしい素材、

構造物の強度設計の基礎となる構造解析技術、生産システム、振動分野での基礎知識とそれを活用でき

る能力が習得できるように教育を進めます。Materials Science（材料科学）、ロボット、高度生産シス

テムなど、わが国が世界をリードする科学・技術分野で活躍できる人材を育てることが本学科の教育目

的であり、本学科を卒業するすべての学生が機械システム工学の基礎を確実に身につけてもらうことが

教育の目標です。 

 

●目指すべき人材（物）像 

理工学部機械システム工学科はものづくりを原点とする最先端技術に必要な機械システムの構築と創

成に関わる技術分野について、講義と実習をとおして、それらの基礎を十分に学習し、次世代の機械とシ

ステムの技術開発や問題解決を行う技術者としての能力と、それらを自らの良心に基づき運用できる技

術者としての倫理観を身につけて、安全・安心な社会の発展に貢献する人材を養成することを目的とす

る。 

 

●ディプロマ・ポリシー 

・「ものづくり」に関する機械工学の課題を、材料系、熱・流体系、機力・制御・工作系の基礎知識に基

づいて理解できる（知識・技能）。 

・「ものづくり」に関する機械工学の課題を解決するために、機械設計、図面作成、数値解析が適切に利

用できる（知識・技能）。 

・「ものづくり」に関する機械工学の課題を積極的に見出し、実験解析・設計手法を使って、その解決策

を探求できる（思考力・判断力・表現力）。 

・「ものづくり」に関する機械工学の課題を国際的な視点から捉えて、国内外や異分野の技術者と交流を

はかりながら取り組むことができる（主体性・多様性・協働性）。 

・「ものづくり」に関する機械工学の課題に対して、安心・安全な社会を実現し、「人間のための科学技術」

に貢献するために、常に高い倫理観をもって、自立的に取り組むことができる（主体性・多様性・協働

性）。 

 

●カリキュラム・ポリシー 

（2017 年度以降生） 

・ディプロマ・ポリシーに掲げた能力・資質を体得するために、材料系、熱・流体系、機力・制御系の３

分野の必修科目および選択科目 A 群、語学系科目 B 群、C 群、自由科目によって構成されるカリキュ

ラムを設置する。なお、専門選択科目 A 群には I 類（必修選択科目）、Ⅱ類（専門系共通選択科目）を

設置している。これらの科目は、１～４年次にわたって系統立てて学べるように年次配当するととも

に、グレード制を設け、機械工学技術者として必要な知識が修得できるように編成されている。 

・必修科目は、「ものづくり」に関する機械工学の課題を理解するために、機械やシステムの原理や仕組

みを理解し、その開発に欠かせない設計・製図科目と実験系科目、「機械工学専門科目」の基礎５力学



 

 

（材料力学、流れ学、熱力学、機械力学、制御工学）とそれに関連する基本的な専門分野を中心とした

科目の中から 51 単位を履修する。１年次では機械工学概論を設置して、「人間のための科学技術」に

貢献する機械技術者として、その社会的使命や責任等を理解するとともに、高い倫理観を身につけるこ

とを目標とする。 

・必修科目の中の製図関連科目は３年間で製図学、機械製図学、機械設計製図、機械設計製作の４科目を

少人数教育で行い、高度な設計力と図面作成力を習得することを到達目標とする。その中の機械設計製

作では PBL 形式で、 ユニークな機構の折りたたみ椅子や自動搬送装置など主に機械システムに関す

る課題を設定して、学生らが自ら考案して設計・製作を行い、主体的かつ協働的に取り組む姿勢を身に

つけることを到達目標とする。機械製図学では油圧システムについての設計・製図を行い、機械部品相

互の関係やその設計法を理解する。機械設計製作と機械製図学の２つの科目により、機械システムの構

造や機能を理解するとともに安全・安心なシステムを実現する設計法を理解する。また、グレードⅢと

して、英語の学術論文等の講読と実験研究を中心とした卒業論文授業科目５単位の履修が含まれてい

る（知識・技能）（主体性・多様性・協働性）（思考力・判断力・表現力）。 

・必修選択科目である A 群 I 類は、「ものづくり」に関する機械工学の基礎５力学から発展した応用知識

を習得することを到達目標とし、グレードⅠ～Ⅱにかけて全単位を登録履修し、うち 10 単位以上を履

修することを卒業要件としている（知識・技能）。 

・専門系共通選択科目である A 群 II 類は、A 群 I 類をさらに細分化した「ものづくり」に関する機械工

学の高度な学問知識を習得することを到達目標とし、「数学・物理」とそれに関連する「工学共通科目」、

さらに基礎５力学に関連する専門系共通科目を含めて 36 単位以上を選択履修する（知識・技能）。 

・選択科目 B 群は、Ⅰ～Ⅲ類に分類されており、B 群 I 類は国際的な課題を理解できるように英語によ

る実践的なコミュニケーション能力を身につけることを到達目標とし、英語を 8 単位以上、B 群Ⅱ類

では初修外国語（ドイツ語、フランス語、中国語など）を４単位以上履修する。英語科目の中には技術

者・研究者としてより分析的かつ実践的な英語の重要性を早い段階で認識するため、１年次で実験と英

語論文の執筆をする科目を設置している。また、B 群Ⅲ類ではすべての学部学生を対象とした幅広い

学問分野において充実した多くの共通科目である全学共通教養教育科目の中から、特に本学の建学の

精神である「良心教育」を修得する同志社科目の中から２単位以上を必修科目として履修することを課

し、「人間のための科学技術」に貢献する技術者として高い倫理観を身につけることを到達目標とする

（知識・技能）（主体性・多様性・協働性）。 

・選択科目 C 群と自由科目は、機械技術者として広範囲の知識を身につけることや教職選択科目のため

に設置している。教職選択科目は「ものづくり」に関する機械工学を基本として、高等学校および中学

校の数学、情報、理科の教職課程を受験できる知識を習得することを到達目標とし、地学、生物、数理

統計学などの科目の中から教職課程の必要数の単位を履修する。なお、自由科目については、理工学部

に設置された他学科の科目を履修するが、これらの科目は単位には換算されない（知識・技能）。 

・世界で活躍できる技術者としての素養を得ることを目的に、留学希望者には、所定の条件を満たし、プ

ログラムを修了すると本学と派遣先大学双方の大学からそれぞれの修士学位または博士学位を同時に

２つ取得することができるダブルディグリー制度（大学院への進学が前提となる）や短期・長期の留学

制度を設置している。 

 



 

 

（2015～2016 年度生） 

・「ものづくり」に関する機械工学の課題の解決に貢献する人物を育成するために、材料系、熱・流体系、

機力・制御系の 3 分野の必修科目および選択科目 A 群、語学系科目 B 群、C 群、自由科目によって構

成されるカリキュラムを設置する。なお、専門選択科目 A 群にはⅠ類（必修選択科目）、Ⅱ類（専門系

共通選択科目）を設置し、1 年次から 4 年次までをグレードⅠ～Ⅲにさらに分類して配置している。  

・必修科目は、「ものづくり」に関する機械工学の課題を理解するために、機械やシステムの原理や仕組

みが説明できる必要な基礎知識を習得することを到達目標とし、グレードⅠ～Ⅲの中に機械設計、工学

実験に関連する実習形式の科目と「機械工学専門科目」の基礎 5 力学（材料力学、流れ学、熱力学、

機械力学、制御工学）とそれに関連する基本的な専門分野の科目を中心とした科目の中から 51 単位を

履修する。その中にはグレードⅢとして、学術論文等の講読と実験研究を中心とした卒業論文授業科目

5 単位の履修が含まれる。  

・必修選択科目である A 群Ⅰ類は、「ものづくり」に関する機械工学の基礎 5 力学から発展した応用知識

を習得することを到達目標とし、グレードⅠ～Ⅱにかけて全単位を登録履修し、うち 10 単位以上を履

修する。  

・専門系共通選択科目である A 群Ⅱ類は、A 群Ⅰ類をさらに細分化した「ものづくり」に関する機械工

学の高度な学問知識を習得することを到達目標とし、「数学・物理」とそれに関連する「工学共通科目」、

さらに基礎 5 力学に関連する専門系共通科目を含めて 36 単位以上を選択履修する。  

・選択科目 B 群は、Ⅰ～Ⅲ類に分類されており、B 群Ⅰ類は国際的な課題を理解できるコミュニケーシ

ョン能力を含む語学力を身につけることを到達目標とし、英語を 8 単位以上、B 群Ⅱ類では初修外国

語（ドイツ語、フランス語、中国語など）を 4 単位以上履修する。また、B 群Ⅲ類は全ての学部学生

を対象とした幅広い学問分野において充実した多くの共通科目である全学共通教養教育科目の中から、

特に本学の建学の精神である「良心教育」を習得する同志社科目の中から 2 単位以上を必修科目とし

て履修することを課している。  

・選択科目 C 群と自由科目は、機械技術者として広範囲の知識を身につけることや教職選択科目のため

に設置している。教職選択科目は「ものづくり」に関する機械工学を基本として、高等学校および中学

校の数学、情報、理科の教職課程を受験できる知識を習得することを到達目標とし、地学、生物、数理

統計学、計算機工学などの科目の中から教職課程に必要数の単位を履修する。なお、自由科目について

は、理工学部に設置された他学科の科目を履修するが、これらの科目は単位には換算されない。 

 

 


